
(57)【要約】

【課題】　伝熱面積を大きく確保し、熱交換効率を高め

、性能の向上を図る。

【解決手段】　本発明に係る熱交換器１１は、内部に第

１流体流路２０が形成された扁平管１２を曲成して筒状

体１３を形成させ、筒状体１３の内周側にフィン１４を

介して内筒体１５を設けると共に筒状体１３の外周側に

フィン１７を介して外筒体１８を設け、外筒体１８と内

筒体１５との間であって筒状体１３の外部に第２流体流

路２３が形成されるように構成されていることを特徴と

する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 部 に 第 １ 流 体 流 路 が 形 成 さ れ た 扁 平 管 を 曲 成 し て 筒 状 体 を 形 成 さ せ 、 該 筒 状 体 の 内 周 側
に フ ィ ン を 介 し て 内 筒 体 を 設 け る と 共 に 前 記 筒 状 体 の 外 周 側 に フ ィ ン を 介 し て 外 筒 体 を 設
け 、 該 外 筒 体 と 前 記 内 筒 体 と の 間 で あ っ て 前 記 筒 状 体 の 外 部 に 第 ２ 流 体 流 路 が 形 成 さ れ る
よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 熱 交 換 器 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 筒 状 体 が 少 な く と も ２ 重 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 熱 交 換 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 熱 交 換 器 に 関 し 、 特 に 、 扁 平 管 の 内 部 を 流 通 す る 流 体 と 扁 平 管 の 外 部 を 流 通
す る 流 体 と の 間 で 熱 交 換 を 行 な う 熱 交 換 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 両 端 部 に 流 体 の 出 入 口 １ ， ２ が 形 成 さ れ た 筒 体 ３ の 内 部 に 、
コ イ ル 状 に 巻 か れ た 丸 パ イ プ ４ を 配 設 し て 構 成 し た 熱 交 換 器 ５ が 知 ら れ て い る 。 こ の 熱 交
換 器 ５ で は 、 丸 パ イ プ ４ 内 部 に 熱 媒 又 は 冷 媒 を 流 通 さ せ 、 出 入 口 １ ， ２ を 通 っ て 筒 体 ３ 内
部 を 流 通 す る 流 体 の 加 熱 或 い は 冷 却 を 行 な っ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 熱 交 換 器 の 性 能 を 向 上 さ せ る た め 、 上 記 し た 丸 パ イ プ ４ の 代 わ り に 、 フ ィ ン 付 き
丸 パ イ プ を 使 用 し 、 そ の フ ィ ン 付 き 丸 パ イ プ を 螺 旋 状 に 捲 回 さ せ て 筐 体 に 収 容 し た 熱 交 換
器 も 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 昭 ６ ２ － ２ ０ ４ １ ７ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 昭 ６ ３ － ３ ０ ７ ７ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 の 熱 交 換 器 で は 、 い ず れ も 伝 熱 面 積 が 大 き く 確 保 で き な い
た め 、 熱 交 換 効 率 が 悪 く 、 熱 交 換 器 の 性 能 の 向 上 が 図 り 難 い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た 課 題 を 解 決 す べ く な さ れ た も の で あ り 、 伝 熱 面 積 を 大 き く 確 保 し 、
熱 交 換 効 率 を 高 め 、 性 能 の 向 上 を 図 る こ と の で き る 熱 交 換 器 を 提 供 し よ う と す る も の で あ
る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 内 部 に 第 １ 流 体 流 路 が 形 成 さ れ た 扁 平 管 を 曲 成 し て 筒 状 体 を 形 成 さ せ 、 該 筒
状 体 の 内 周 側 に フ ィ ン を 介 し て 内 筒 体 を 設 け る と 共 に 前 記 筒 状 体 の 外 周 側 に フ ィ ン を 介 し
て 外 筒 体 を 設 け 、 該 外 筒 体 と 前 記 内 筒 体 と の 間 で あ っ て 前 記 筒 状 体 の 外 部 に 第 ２ 流 体 流 路
が 形 成 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 筒 状 体 は 少 な く と も ２ 重 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 熱 交 換 器 に よ れ ば 、 扁 平 管 が 使 用 さ れ て お り 、 さ ら に 、 扁 平 管 に フ ィ ン が
設 け ら れ て い る た め 、 伝 熱 面 積 を 増 加 さ せ る こ と が で き る と 共 に 第 ２ 流 体 を 撹 拌 す る こ と
が で き 、 熱 交 換 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 扁 平 管 を 曲 成 し て 形 成 さ れ た 筒 状 体 を 介 し て 第 １ 流 体 と 第 ２ 流 体 と が 熱 交 換 を 行
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な う よ う に な っ て い る た め 、 そ れ ぞ れ の 流 体 の 流 路 を 長 く 且 つ コ ン パ ク ト に 確 保 す る こ と
が で き 、 全 体 的 に 、 熱 交 換 効 率 の 高 い 、 コ ン パ ク ト な 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 １ は 本 発
明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 を 示 す 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 図 、 図 ３ は そ の 熱
交 換 器 の 筒 状 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 熱 交 換 器 １ １ は 、 扁 平 管 １ ２ を 螺 旋 状 に 曲 成 し て 形 成 さ れ た 筒 状 体 １ ３ （ 特 に 、 図
３ 参 照 ） と 、 筒 状 体 １ ３ の 内 周 側 に 沿 っ て 設 け ら れ た 内 周 側 フ ィ ン １ ４ と 、 内 周 側 フ ィ ン
１ ４ の さ ら に 内 周 側 に 設 け ら れ た 円 筒 形 状 の 内 筒 体 １ ５ と 、 内 筒 体 １ ５ の 両 端 部 を 閉 塞 す
る 内 筒 体 端 板 １ ６ と 、 筒 状 体 １ ３ の 外 周 側 に 沿 っ て 設 け ら れ た 外 周 側 フ ィ ン １ ７ と 、 外 周
側 フ ィ ン １ ７ の さ ら に 外 周 側 に 設 け ら れ た 円 筒 形 状 の 外 筒 体 １ ８ と 、 外 筒 体 １ ８ の 両 端 部
を 閉 塞 す る 外 筒 体 端 板 １ ９ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 扁 平 管 １ ２ の 内 部 に は 、 熱 媒 や 冷 媒 等 の 第 １ 流 体 が 流 通 可 能 な 第 １ 流 体 流 路 ２
０ が 形 成 さ れ て お り 、 扁 平 管 １ ２ の 両 端 部 は そ れ ぞ れ 外 筒 体 １ ８ か ら 外 側 に 突 出 し 、 第 １
流 体 入 口 ２ １ 及 び 第 １ 流 体 出 口 ２ ２ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 外 筒 体 １ ８ と 内 筒 体 １ ５ と の 間 で あ っ て 、 筒 状 体 １ ３ の 外 部 に は 、 水 、 油 、 空 気
等 の 第 ２ 流 体 が 流 通 可 能 な 第 ２ 流 体 流 路 ２ ３ が 形 成 さ れ て お り 、 各 外 筒 体 端 板 １ ９ に は そ
れ ぞ れ 第 ２ 流 体 入 口 ２ ４ 及 び 第 ２ 流 体 出 口 ２ ５ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 し た よ う に 、 第 １ 流 体 流 路 ２ ０ は 、 扁 平 管 １ ２ を 螺 旋 状 に 曲 成 す る こ と に よ り 形 成
さ れ て い る た め 、 連 続 し た 長 い 流 路 と な り 、 さ ら に 、 扁 平 管 １ ２ に よ り 全 体 と し て 筒 状 に
形 成 さ れ て い る た め 、 伝 熱 面 積 の 大 き い コ ン パ ク ト な 流 路 と な る 。 ま た 、 第 １ 流 体 流 路 ２
０ が 連 続 し た 長 い 流 路 で 、 伝 熱 面 積 の 大 き い コ ン パ ク ト な 流 路 と な る こ と に よ り 、 第 １ 流
体 流 路 の 周 囲 に 形 成 さ れ た 第 ２ 流 体 流 路 ２ ３ も 伝 熱 面 積 の 大 き い コ ン パ ク ト な 流 路 と な る
。 し た が っ て 、 全 体 的 に 、 熱 交 換 効 率 の 高 い 、 コ ン パ ク ト な 熱 交 換 器 を 提 供 す る こ と が 可
能 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 １ １ の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 流 体 は 、 第 １ 流 体 入 口 ２ １ か ら 扁 平 管 １ ２ 内 に 流 入 し た 後 、 第 １ 流 体 流 路 ２ ０ を 流
通 し 、 第 １ 流 体 出 口 ２ ２ か ら 流 出 す る 。 一 方 、 第 ２ 流 体 は 、 第 ２ 流 体 入 口 ２ ４ を 通 り 、 全
体 と し て 第 １ 流 体 と 対 向 す る 向 き で 、 第 ２ 流 体 流 路 ２ ３ を 流 通 し 、 第 １ 流 体 流 路 ２ ０ を 流
通 す る 第 １ 流 体 と 熱 交 換 を 行 な い 、 冷 却 或 い は 加 熱 さ れ 、 第 ２ 流 体 出 口 ２ ５ か ら 流 出 す る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 時 、 第 １ 流 体 は 、 連 続 し た 長 い 第 １ 流 体 流 路 ２ ０ を 流 通 し 、 第 １ 流 体 と 第 ２ 流 体 と
の 熱 交 換 は 伝 熱 面 積 の 大 き い 筒 状 体 １ ３ を 介 し て 行 な わ れ 、 さ ら に 、 筒 状 体 １ ３ の 内 周 側
及 び 外 周 側 に 設 け ら れ た フ ィ ン １ ４ ， １ ７ に よ り 第 ２ 流 体 が 十 分 に 撹 拌 さ れ る た め 、 熱 交
換 効 率 を 高 め る こ と が で き 、 熱 交 換 器 の 性 能 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お い て は 、 筒 状 体 １ ３ を １ 重 で 設 け て い る が 、 図 ４ に 示 す よ う
に 、 筒 状 体 １ ３ を 、 ２ 重 、 或 い は ３ 重 以 上 設 け て も よ い 。 こ れ ら の 場 合 に は 、 コ ン パ ク ト
性 を 保 ち な が ら 、 伝 熱 面 積 を さ ら に 増 加 さ せ る こ と が で き る た め 、 熱 交 換 性 能 を 一 段 と 高
め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ま た 、 扁 平 管 １ ２ に は 、 多 数 の 細 孔 を 穿 設 し て も よ く 、 こ の 場 合 に は 、 さ ら な る 熱 交 換
性 能 の 向 上 が 図 れ る と 共 に 、 扁 平 管 １ ２ の 耐 圧 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 扁 平 管 １ ２ 、 内 周 側 フ ィ ン １ ４ 、 内 筒 体 １ ５ 、 外 周 側 フ ィ ン １ ７ 、 外 筒 体 １ ８
等 、 上 記 し た 熱 交 換 器 １ １ を 構 成 す る す べ て の 部 品 を ア ル ミ ニ ウ ム 製 と す れ ば 、 熱 交 換 器
の 製 造 時 に 炉 内 で の 一 体 ロ ウ 付 け が 可 能 と な り 、 熱 交 換 器 の 製 造 作 業 の 簡 素 化 が 図 れ 、 製
造 コ ス ト の 低 減 化 が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 の 筒 状 体 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 熱 交 換 器 の 変 更 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 例 に 係 る 熱 交 換 器 を 部 分 的 に 切 断 し て 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 　 　 １ １ 　 　 　 　 　 熱 交 換 器
　 　 　 １ ２ 　 　 　 　 　 扁 平 管
　 　 　 １ ３ 　 　 　 　 　 筒 状 体
　 　 　 １ ４ 　 　 　 　 　 内 周 側 フ ィ ン
　 　 　 １ ５ 　 　 　 　 　 内 筒 体
　 　 　 １ ７ 　 　 　 　 　 外 周 側 フ ィ ン
　 　 　 １ ８ 　 　 　 　 　 外 筒 体
　 　 　 ２ ０ 　 　 　 　 　 第 １ 流 体 流 路
　 　 　 ２ ３ 　 　 　 　 　 第 ２ 流 体 流 路
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

(4) JP 2005-299940 A 2005.10.27



【 図 ５ 】
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